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Behcet病の病因論について 
沢
Behcet病の病例を扱った機会に，従来成書にも
原因「不明」として簡単に記されているに過ぎない 
Behcet病の病因について内外の文献から現在の考
え方を探ってみた。
1937年 BehcetIとより記載された， との病気に
ついては皮膚科学，眼科学の両面からその病原を追
求されてきた。すなわち原著者 Behcet が示唆し
たウイルス説を筆頭として結核説，梅毒説，アレJレ
ギー説，病巣感染説，その他がそれである。
1960年日本眼科学会宿題報告で鹿野氏らは， 皮
膚の変化に何か基本的変化があるかどうか， もしあ
るならそれは眼の変化と関係があり得るかーという 
ことをテーマとしてとりあげ組織病理学的研究を行
った。すなわち各段階の患者について皮膚，粘膜，
眼球を含む各病変部位を精査した結果， 乙れらは組
織形態学的に典型的類繊維素変性を示しており，l'内
因性因子」により惹起されたものであって謬原病K
属すると考えられる，とした。この炎症は身体各部
にららばって，しかも限局して起っており，さまざま
の器官を独立してアタックしている。 Behcet病は
厳密に謬原病の 1つであると定義できるのであって
臨床的症状(血疑ムコ蛋白の増加， CRP反応陽性，
血沈促進，熱の再発，関節痛，低蛋白血症抗生物質 
無効〉もまたこの結論と一致しているので、ある。
一方.氏原氏は葡萄膜炎の患者血清中に自己抗体
を証明している。自己抗体の発生は①炎症により器
官が修飾され抗原性を獲得する。②器官それ自身が
抗原となり抗体が産生される によっており，抗原
→抗体→炎症→それにより炎症が抗体産生を促す，
という悪循環が永続し病気は遷延化するのである。
乙のことはどういう意味かというと自己抗原が消滅
しない限りこの過程は無限に進行する， ということ
なのである。ところでこの過程にあてはまる個体と，
すヤ治ってしまってあてはまらない個体とがあり，
そこで自己免疫準備性という体質的特徴を一つの条
件として想定せねばならない。また ζの過程の最初
の動機づけは何によるか，それが問題なのである。
鹿野氏らは Behcet病が謬原病である以上， 真 
の原因は未だ完全に明らかで、ないとし「標本からは
いかなる微生物も見出すことはできなかった」とし
ている。このことから細菌類を否定することはでき
る。しかしウイノレスを否定するととはできない。
「見えなし ìJ から I~iなかった」とはいえないから
古
明
である。
J3ehcet以来多くの人たちはよりウイルスの分離 
の試みがなされてきた。特に ζの方面では Sezerが
積極的にウイ Jレスを分離し移植にも成功している。 
しかし彼も「その存在は一時的で捕え難い」といっ
ており，またそのウイルスが果して Behcet病のも
のかどうか同定することも多大の困難が伴っている
であろう。 nそのためウイルス分離には失敗が多い。
最近では 1964年 A.Mortadaらは潰療について 
の病理組織学的研究を行い， さらに血液，潰蕩組
織，前房蓄膿からウイルスを分離し.同定するため
CAM に接種，マウス脳内接種，中和テストを行い
ウイノレスの性質を明かにした。との結果 Behcet病
の固有病理的特徴は上皮細胞の回帰性ウイルス感染
症であって，ウイノレスは外陰部，皮膚，口腔粘膜の
上皮細胞，眼の神経上皮細胞に潜伏していて，活性
化されると，その下の組織を刺激し著明な続発的血
管変化を惹起し，ウイ Jレス感染白血球はウイルスを
血中に運び発熱性ウイルス血症段階を起す，しかし
数日で抗体が増生すれば再びウイルスは不活性化さ
れてしまう。そのため，皮膚，口腔の潰蕩は急速に
治るのである。しかし眼の場合は 1m uch grea ter 
delicacyJのため比較的症状が severe なのだと逃
げている。
現在の考え方をまとめて整理して下記の表を作製.
してみ?こ。
基本形式:抗原抗体反応
素 因:自己免疫準備性 
Moment になりうる 作用機序 
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Xて一一一一一→Collagendisease 
~ 
¥冶↓ 
Virus-一一一一→自己抗原抗体反応
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